
済生会熊本福祉センターでは、新型コロナウイルス感染症対策として、全事業所でマスクの着用、手指消毒、施設内・送迎車の
消毒、出勤時の検温、体調確認等を行なっています。

「バッチリ消毒してコロナ対策は万全だ！」

コロナ対策

　済生会熊本福祉センターのホームページ（https://sk-fukushi.jp/）が新しくなりました！
　当センターについてたくさんの方にもっと知ってもらいたい、という想いで作りましたので内容に
ついてご紹介致します。
　トップページにはオリジナルのイラストを熊本のWeb制作会社に描いて頂きました。当センターが子
どもから大人の方まで、一人ひとりのライフステージに沿った支援を行っている様子が賑やかに表現さ
れています。
　所々にちりばめてあるボルダリングの石のようなイラストは、センターの理念である「一人ひとりを
尊重し、共に生きる社会の実現をめざします。」を表しています。大きさや形、色などは様々で一つと
して同じものはありません。私たちが支援している利用者さんや園児についても当然同じで、一人ひと
りの個性は異なります。全ての人が尊重され、共に生きる社会の実現が当センターの目標です。
　各事業所のページには、利用者さんや園児の写真をたくさん載せ、顔の見えるページになるよう工夫
しました。各事業のタブを設け、説明文や一日の流れを具体的に掲載することで
ご利用のイメージをお持ち頂くことができます。
　今回新しく設けたのが、よくある質問Q&Aとご利用の流れのページです。
各事業所によくお尋ね頂いたり、ご利用にあたって不安に思われたりすることに
ついて掲載しておくことで、福祉サービスを利用して頂く際の不安軽減に努めま
す。また、センターからのお知らせ欄は、記事写真のサムネイル画像を載せ、興
味を持って頂き記事を読みたくなるようなものにしました。
　皆様からのご意見も頂戴しながらより良いホームページにしていきたいと思い
ます。たくさんのアクセス、ご意見、お問合せをお待ちしています。これからも
済生会熊本福祉センターをどうぞよろしくお願い致します。

ホームページをリニューアルしました！

「て～のひら、あらって♪せ～なかも、あらって♪」 自分たちだけでも、出来るもん！

送迎車の消毒を
行なっています。

出勤後、毎日検温を行なっています。 検温後は、体温計の消毒や記録もしっかりと行なっています。

手洗いチェッカーを使った手洗い講習をしました。

消毒の記録 来客用スリッパ使用後消毒

施設内の消毒をしています。

こちらのQRコード
を携帯電話で読み
込み、ホームペー
ジをご覧ください。
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済生会熊本福祉センターの理念及び基本方針
理　　念　一人ひとりを尊重し、共に生きる社会の実現をめざします。

基本方針　・ライフステージに応じた自立を支援します。
・専門性と施設機能を活かし、地域社会に貢献します。
・利用者主体の福祉を実践します。

vol.58vol.58
こんにちは！！済生会熊本福祉センターです。     

私達の福祉センターは、認定こども園、児童発達支援センター、地域生活定着支援センター、

障がい福祉サービス事業所で構成されています。

園児･利用者･従業員･職員総勢約５６０名が毎日『すまいるん』で頑張っています！！

恩賜
財団

児童発達支援センター
済生会なでしこ園
済生会グループホーム事業所

済生会熊本福祉相談支援センター

熊本市障がい者相談支援センターさいせい

熊本県地域生活定着支援センター

10・11・12月の出来事（予定）

済生会熊本福祉センター

済生会なでしこ園10月 ７日（水）　第２回採用試験
10月15日（木）　チューター研修

10月 ３日（土）　カミングディ　中止
10月17日（土）　オータムパーティー
11月12日（木）　内科健診

済生会
しらふじ子ども園

10月 ３日（土）　運動会（以上児）
10月31日（土）　秋祭り…中止
12月26日（土）　発表会

済生会ウイズ

12月19日（土）　忘年会
  

済生会かがやき

11月21日（土）　かがやきミニ運動会
12月19日（土）　忘年会  

済生会ほほえみ

10月10日（土）　秋レク
12月26日（土）　忘年会  
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強度行動障害者支援者養成研修（外部研修）

　６月６日（土）３・４・５歳児クラスを対象にファミリーデイ（参加型の保育参観）
を行いました。
　今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入り口を３クラス別々にしたり、
活動を半分に分けて行ったり、マスク着用や検温・消毒などのご協力をお願いしなが
らの開催となりました。５歳児クラスは「カプラ遊び」、４歳児クラスは「フルーツバ
スケット」、３歳児クラスは「新聞紙遊び」それぞれの活動で、お父さんやお母さんと
一緒に協力しながら作ったり、一緒に遊んだり、笑顔がたくさん見られました。

済生会ほほえみ

ファミリーデイ
（家族保育参観）

人材育成プログラム・職員研修会報告

委 員 会 紹 介
（環境美化委員会）

済生会しらふじ子ども園

　熊本市障がい者相談支援センターさいせいは、平成30年度より熊本市から委
託を受け、西区の障がい者相談支援事業に取り組んでいます。
　さいせいでは、相談支援機能強化事業として、障がい者の相談支援事業を円滑
にするために、相談支援事業所、西区福祉課、西区保健子ども課を交え、西区障
がい福祉ネットワーク会議を開催しています。今年度第一回目として、７月17
日に西区役所３階健康センターホールにて、障がい者の就労支援について会議を
開催しました。関係機関より講師をお招きして講演していただき、講演後にグ
ループワークを行い、講演を聞いて感じたことや、西区の地域課題について意見
交換を行いました。
　今後もネットワーク会議を通じて関係機関と連携を深め、西区の相談支援の専
門性の向上を図りながら、障がい者相談支援体制を強化していきたいと思います。

第一回　西区障がい福祉ネットワーク会議

　７月９日、ほほえみ多目的ホールで人材育成プログラム・職員研修会を開催しました。今回は、外部講師（ブレイ
ンスター様）によるチューター制度導入に関する研修会です。チューター候補者と各事業所の主任・副主任25名が
参加しました。
　チューターとは、新人職員より数年上の先輩職員が担う教育係のことです。福祉サービスの質向上には人材育成の視
点が欠かせません。大事な新人職員を教育して育てること、そして教育する側も一緒に育っていくことを目的に、当セ
ンターではチューター制度を導入します。
　研修では、チューターの役割や何をどう教えていくかについてレクチャーして頂きました。また、自分が新人で、指
導して頂いた頃を思い出し、どんなことが嬉しかったり辛かったりしたか、といったこと等を話し合いました。
　参加者からは、「チューターという存在の大切さを学んだ。参考にしながら取り組みたい。」「小さなことでも達成す
る歓びを感じることが出来るように、そして、モチベーションを上げるため、到達目標を作っていきたい」といった声が
上がっていました。
　10月の第２回研修会では、具体的な教育プログラムや到達目標を作っていく予定です。

　昨年の７月と11月に菊池市にある社会福祉法人菊愛会主催「強度行動障害者支援者養成研修」に参加いたしました。基礎研修と実践研修が行われ、２回の参加で支援計
画書をもとに支援手順書の作成ができます。１回目では、強度行動障害者とは何かの基礎研修。構造化支援が必要で、普段、私たちはそれに気づかずに生活をしていま
す。例えば、信号が無ければパニックになるでしょう。２回目では、支援手順書の作成方法を学び、障がい特性を知り、エンパワーメントを活用し、リフレーミング（あ
る出来事や物事を、今の見方とは違った見方をする事）していくことで本人の持っている強みや有効な資源を発見することができます。こういった事を踏まえて、支援手
順書を作成し、現在取り組みを行っています。まだ、変化は見えませんが、習慣化されるようにPDCAサイクル（Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改
善）の４段階を繰り返し改善に繋げる事）をもとに行っていこうと思います。　　　　　　　　　　　　　   　　 　　　　　　 （済生会グループホーム事業所　宮本友樹）

　７月11日（土）、ほほえみ
多目的ホールで「ほほえみミ
ニ運動会」を開催しました。
　今回は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、利用
者さんと職員だけの、規模を
縮小した運動会となりまし
た。しかし、利用者さんはい
つもと変わらずやる気満々
で、箱積みゲーム、もの探
し、玉入れなど…どの競技も
大いに盛り上がりました。今
回は勝ち負けにこだわらず、それぞれのチームに「団結していたで賞」「チャレンジ
したで賞」を渡しました。今回の運動会も、楽しんでもらうことができました。

ほほえみミニ運動会

　済生会熊本福祉センターでは、さまざまな委
員会を設け、よりよいサービスができるよう
日々取り組んでいます。
　今回紹介させていただくのは環境美化委員会です。
　委員会では、建物内・外の定期的点検を行ない、利用者・職員が働き生活し
やすい環境が出来るよう、年に６回の会議を開催し、２ヶ月１回の環境ラウンド・
年に２回の除草作業などの環境美化活動を行なっています。
　今後も環境を整えることで、皆様が安全な環境で仕事が出来、安心した生活
が送れるように取り組んでいきたいと思います。


